
弁護士法人奔流  法律事務所宗像オフィス
相談予約 ☎0940(34)1110◇初回相談（予約制・１時間）無料◇

（受付時間・平日９～17時）
当事務所では、男女２名の弁護士が、一般民事、家事（相続・
離婚等）、交通事故、医療事故、建築紛争、労働、行政、刑事弁護、
生活保護、成年後見、遺言、債務整理、その他、あらゆる法
律問題に対応いたします。

弁護士法人奔流は、宗像のほか、福岡・朝倉・飯塚・直方の県内計５ヵ所に弁護士が常駐して、
地域に密着したきめ細やかなリーガルサービスを提供しています。
http://www.bengoshi-honryu.com/ または  奔流  で検索
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで 市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで
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成長期から成熟期へ　「協働」と「都市ブランド」を戦略的に取り組む

専門家や市民公募の方など計30人の委員で構成された総合計画審議会では、第２次総合計画の素案を審議していただ
きました。平成24年度から26年度の３年間で、基本構想などの全体的な審議を行う全体会が７回開催されました。また、基
本計画では、４つの部会（元気を育むまちづくり部会、にぎわいのあるまちづくり部会、調和のとれたまちづくり部会、みんな
で取り組むまちづくり部会）による審議が19回開催されました。各回とも、夜遅くまで熱い議論が行われました。
議論を重ね、素案としてまとめた内容を答申書として、平成26年８月に市長に提出しました。

今後、人口減少が予測されるなか、これからの10年間
は、これまでのように人口増加を見据えた整備や投資を
行ってきた成長期の時代から、地域資源を有効活用して
いく成熟期の時代へと変わる、大きな転換期となります。
市が有する豊かな自然や歴史、文化、住環境などの大

切な資源を失うことなく次世代に引き継いでいくため
に、第２次総合計画では、安全・安心なまちづくりを基盤
として、「協働」と「都市ブランド」の推進に戦略的に取り
組みながら、前期基本計画に掲げる31の施策を展開し
ていきます。
ここでは、第２次総合計画の「将来像」と「体系図」を

ご紹介します。
詳しい内容は、市役所情報コーナー（本館１階）、各地

区コミュニティ・センター、大島行政センター、宗像ユリッ
クス図書館で閲覧することができるほか、市ホームペー
ジにも掲載しています。　

答申書提出の様子

体系図

まちの魅力をさらに高め、豊かな自然を実感でき、人とまちと自然

とが互いに共生し、調和が保たれているまちを目指します。

③歴史文化を継ぎ育むまち

②人がつながり躍動するまち

①人・まち・自然が共生するまち

市内の人と共に、市外の人とも連携を進め、存在感があり、躍動する

まちを目指します。

貴重な歴史文化を誇りとし、次世代へ引き継ぐとともに、新たな文化

を生み出すまちを目指します。

総合計画とは

総合計画に地区のまちづくりを掲載

策定までの経緯

総合計画とは、市が目指す姿やその実現のための取り組みを明確にする、まちづくりの基本となる設計図のことです。
目指す姿を明確にすることで、市の現状や課題を把握し、「これからどのようなまちづくりに取り組む必要があるのか」とい

う方向性を示すことができます。また、市民のみなさんと一緒にまちづくりを行うにあたり、共通認識を持つことができます。

第１次総合計画では、「協働」を基本理念として掲げ、協働によるまちづくりを進めてきました。第２次総合計画では、これ
まで進めてきた「協働」の理念を形として示すため、初めての試みとして、コミュニティ12地区それぞれの思いやまちづくりの
方向性と総合計画を１つの冊子としてまとめ、広く情報共有を図っていきます。

第２次総合計画の策定から今後の進行管理のことを「宗像力プロジェクト」と題し、さまざまな取り組みを行ってきました。
平成23年度から25年度にかけては、「これからの宗像市をどうするのか？」を大きなテーマとしたワークショップやアン

ケートなどを実施し、市内外を問わず多くの人からさまざまなご意見やご提案をいただきました。
ワークショップでは、参加した10代から70代までのさまざまな年代の方が意見や思いを出し合い、理想とする未来の宗像

市を想像しました。
アンケート「ムナカタのミカタ」では、広報紙やホームページのほか、各地区コミュニティ・センターや道の駅むなかたなど

にアンケート用紙を設置し、市の現状や客観的なイメージなどの調査を行い、集計結果を広報紙やホームページを活用して
随時公表しました。
宗像ユリックスやメイトム宗像にパネルを設置した「宗像力（そうぞうりょく）ツリー」では、未来に向けたメッセージを花に

見立て、木を花で満開にしました。

平成23年度から、平成27年度から10年間のまちづくりの方向性とその実現に向けた施策を示す第２次宗像市
総合計画の策定を進めてきました。策定にあたり、アンケートやワークショップを実施し、多くのご意見をいただきま
した。みなさんからいただいたご意見を参考に、第２次総合計画「基本構想（平成27年度～36年度）」と「前期基本
計画（平成27年度～31年度）」を策定しました。市では、この計画に基づき、基本構想に掲げた将来像の実現に向け
て、計画的なまちづくりに取り組んでいきます。 ■問い合わせ先　経営企画課　☎（36）1192

ワークショップの様子 アンケート ムナカタのミカタの結果公表 未来へのメッセージで花を咲かせる
宗像力ツリー（宗像ユリックス）

一緒に次の宗像へ


